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弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
と
高
野
街
道
に
つ
い
て
（
一
）

―
東
高
野
街
道
編

田

村

宗

英

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
よ
り
『
生
き
る
力SH

IN
GO

N

』（
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
発
行
）
に
お
い
て
「
お

大
師
さ
ま
と
ご
信
仰
」
と
い
う
連
載
を
担
当
し
て
お
り
、
日
本
各
地
に
存
在
す
る
弘
法
大
師
信
仰
や
伝
説
に
つ
い
て
取
材
を
進
め
て

い
る
。
当
初
は
、
弘
法
大
師
と
水
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
弘
法
大
師
が
こ
こ
へ
や
っ
て
来
て
錫
杖
で
地
面
を
突
く
と
水
が
湧
出
し
た
…

と
い
う
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
場
所
を
調
べ
、
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
院
や
祭
礼
な
ど
を
行
っ
て
い
る
地
域
・
団
体
を
選
定
し
て
取
材
を
行

っ
て
き
た（

（
（

。
そ
の
中
で
、
特
に
弘
法
大
師
信
仰
な
ら
び
に
伝
説
が
集
中
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
と
気
付
い
た
。
し
か
し
、
伝
説
や

言
い
伝
え
な
の
だ
か
ら
明
確
な
裏
付
け
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
し
、
偶
然
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
自
体
を
や
め
て

し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
に
大
阪
府
四
條
畷
市
に
あ
る
「
照て
る

湧わ
き

大お
お

井い

戸ど

」
を
取
材
し
、
講
演
会

に
参
加
し
た
際
、
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
が
集
中
し
て
い
る
場
所
は
偶
然
で
は
な
く
「
街
道
」
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
い
る
と
教
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え
て
頂
い
た
。
こ
の
講
演
会
に
お
い
て
は
、
主
に
「
東
高
野
街
道
」
沿
い
に
あ
る
弘
法
大
師
伝
説
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
の
で

あ
る
が
、
自
身
で
も
調
べ
を
進
め
て
い
く
と
「
高
野
街
道
」
沿
い
に
は
多
く
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
街
道
沿

い
の
地
域
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
伝
説
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
現
実
に

存
在
す
る
街
道
と
関
連
す
る
こ
と
に
驚
き
と
と
も
に
興
味
が
わ
き
、
断
続
的
で
は
あ
る
が
取
材
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
信
仰
や
伝
説
を
扱
う
際
、
文
献
等
で
裏
付
け
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
大
変
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
あ
く
ま
で
弘
法
大
師
に
対
す
る
信
仰
と
伝
説
が
現
在
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
一
つ
の
証
を
示
し
て
お
き
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
、
今
回
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、『
生
き
る
力SH

IN
GO

N

』
で
の
取
材
と
原
稿
を

下
地
と
し
つ
つ
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
内
容
や
取
材
後
の
状
況
も
含
め
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
今
回
は
、
高
野
街
道
の
中
で

も
「
東
高
野
街
道
」
沿
い
に
あ
る
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二
、
高
野
街
道
に
つ
い
て

　

平
安
時
代
中
期
頃
か
ら
、
弘
法
大
師
を
慕
う
人
々
が
高
野
山
に
参
詣
す
る
「
高こ
う

野や

詣も
う
で」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の

貴
族
や
皇
族
が
高
野
山
を
目
指
し
、
参
詣
の
様
子
を
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
日
記
か
ら
参
詣
の
道
筋
を
た
ど
る
と
、

当
初
は
京
都
か
ら
奈
良
盆
地
を
経
て
、
高
野
山
に
至
る
大
和
路
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
長
承
元
年
（
一
一
三
二

年
）
に
鳥
羽
上
皇
に
よ
っ
て
初
め
て
、
天
王
寺
か
ら
高
野
山
に
向
か
う
河
内
路
を
使
っ
た
高
野
詣
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
後
白
河
上

皇
な
ど
も
こ
の
道
筋
を
通
っ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。

　

高
野
街
道
に
は
、
東
高
野
街
道
、
西
高
野
街
道
、
中
高
野
街
道
、
下
高
野
街
道
と
い
う
四
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入

る
と
、
幕
府
は
全
国
の
道
を
整
備
し
、
高
野
街
道
も
そ
の
際
に
三
日
市
宿
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
整
備
が
進
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め
ら
れ
た
。
高
野
街
道
と
い
う
呼
び
方
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
に
は
、
主
に
高こ
う

野や

道み
ち

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
明
治
時
代
以
降

に
名
称
が
整
理
さ
れ
、
東
や
西
が
付
け
ら
れ
て
現
在
の
よ
う
な
呼
称
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

［
東
高
野
街
道
］

　

東
高
野
街
道
は
、
京
道
や
紀
伊
道
と
も
呼
ば
れ
、
大
阪
府
内
で
は
最
長
の
縦
貫
街
道
で
あ
る
。
現
在
の
国
道
一
七
〇
号
、
三
七
一

号
に
沿
っ
て
い
る
。
石
清
水
八
幡
宮
（
京
都
府
八
幡
市
）
を
起
点
と
し
て
洞ほ
ら

ヶが

峠と
う
げ（
京
都
府
と
大
阪
府
の
境
）
を
越
え
、
生
駒
山

西
麓
を
南
下
し
、
現
在
の
枚
方
市
、
交
野
市
、
寝
屋
川
市
、
四
條
畷
市
、
大
東
市
、
東
大
阪
市
、
八
尾
市
、
柏
原
市
、
藤
井
寺
市
、

羽
曳
野
市
、
富
田
林
市
を
経
て
、
河
内
長
野
市
長
野
町
で
西
高
野
街
道
と
合
流
し
、
全
長
は
約
五
十
五
㎞
に
及
ぶ
。
京
都
か
ら
河
内

方
面
へ
南
北
に
延
び
る
数
少
な
い
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
野
詣
が
行
わ
れ
る
前
か
ら
人
の
通
行
や
物
資
の
運
搬
の
た
め
の
重
要
な

道
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
律
令
時
代
の
官
道
（
国
が
計
画
し
て
整
備
し
た
道
）
で
あ
る
南
海
道
が
後
の
東
高
野
街
道
に
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
高
野
街
道
の
発
展
は
高
野
聖
の
活
動
と
も
関
連
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
高
野
聖
と
は
、
高
野
山
を
本
拠
と
し
て
全
国
的

に
勧
進
遊
行
し
た
僧
を
指
し
、
特
に
鎌
倉
時
代
以
後
は
、
諸
国
を
ま
わ
る
中
で
高
野
山
へ
の
納
骨
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
弘
法
大

師
信
仰
と
霊
験
譚
を
広
め
た
と
さ
れ
、
そ
の
高
野
聖
が
、
高
野
山
と
諸
国
と
の
往
復
に
お
い
て
利
用
し
た
の
が
東
高
野
街
道
だ
っ
た

と
い
う（

（
（

。

［
西
高
野
街
道
］

　

西
高
野
街
道
は
、
大
阪
府
堺
市
に
あ
る
大お
お

小し
ょ
う

路じ

橋
を
起
点
と
し
、
大
阪
狭
山
市
を
経
て
河
内
長
野
市
楠
町
で
中
高
野
街
道
と
合
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流
す
る
全
長
約
十
八
㎞
の
道
で
あ
る
。
中
世
の
皇
族
や
貴
族
が
京
都
か
ら
淀
川
を
下
っ
て
大
山
崎
や
大
阪
の
天
満
橋
に
上
陸
し
て
四

天
王
寺
や
住
吉
大
社
を
参
詣
後
、
堺
ま
で
出
て
高
野
山
へ
向
か
う
参
詣
道
が
大
元
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
道
は
物
品

の
補
給
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
後
に
堺
を
起
点
と
し
て
現
在
に
至
る
。

［
中
高
野
街
道
］

　

中
高
野
街
道
は
、
現
在
の
大
阪
市
平
野
区
か
ら
南
下
し
て
、
松
原
市
、
堺
市
美
原
区
、
大
阪
狭
山
市
を
経
て
、
河
内
長
野
市
楠
町

で
西
高
野
街
道
と
合
流
す
る
全
長
約
十
九
㎞
の
道
で
あ
る
。
こ
の
街
道
は
、
天
王
寺
か
ら
直
接
高
野
山
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
重
宝
さ
れ
た
と
い
う
。

［
下
高
野
街
道
］

　

下
高
野
街
道
は
、
現
在
の
大
阪
府
天
王
寺
区
か
ら
南
に
進
み
、
中
高
野
街
道
と
並
行
す
る
形
で
大
阪
狭
山
市
に
至
る
道
筋
で
、
大

阪
狭
山
市
岩
室
で
西
高
野
街
道
と
合
流
す
る
全
長
約
二
十
㎞
の
道
で
あ
る
。
道
標
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
の
高
野
街
道
よ
り

も
重
要
度
は
低
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
河
内
長
野
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）
か
ら
学か

文む

路ろ

（
和
歌
山
県
橋
本
市
）
ま
で
は
一
本
の
高
野
街
道
と
な
る
が
、
全
長
は

約
二
十
三
㎞
で
あ
る
。

　

次
項
に
お
い
て
は
、
東
高
野
街
道
沿
い
に
残
さ
れ
る
弘
法
大
師
信
仰
と
伝
説
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
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三
、
東
高
野
街
道
沿
い
に
あ
る
弘
法
大
師
信
仰
と
伝
説

　

こ
こ
で
取
り
扱
う
東
高
野
街
道
沿
い
に
あ
る
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
が
ど
れ
ほ
ど
の
数
存
在
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

全
体
像
を
把
握
し
え
な
い
部
分
が
多
く
、
明
確
な
回
答
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
歴
史
資
料

館
等
が
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
も
と
に
調
査
し
て
い
く
と
、
少
な
く
と
も
現
存
し
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
七
か
所
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
★
印
は
取
材
を
行
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

　

・
田
中
井
戸
（
大
阪
府
枚
方
市
出
屋
敷
）

高野街道　見取図

河内長野市観光協会HPより
http://www.kankou-kawachinagano.jp/blog/2014 
/08/post-55.html
※高野街道の詳細地図については、大阪府HPに掲
載されている「歴史街道ウォーキングマップ」―「東
高野街道」「高野街道、西高野街道」が参考になる。
https://www.pref.osaka.lg.jp/doroseibi/kakusyuse 
saku/rekishikaidou.html（参照2021年11月15日）
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・
打
上
弘
法
井
戸
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

　

・
国
松
弘
法
井
戸

　

・
田
井
弘
法
井
戸

　

★
湯
屋
が
谷
弘
法
井
戸

　

★
水み
ず

吞の
み

地
蔵
と
弘
法
の
霊
水
（
大
阪
府
八
尾
市
）

　

★
照
涌
大
井
戸
（
大
阪
府
四
條
畷
市
）

（
こ
こ
で
地
図
を
表
記
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
す
る
こ
と
、
ご
容
赦
い
た
だ

き
た
い
）

［
大
阪
府
枚
方
市
出
屋
敷　

田
中
井
戸
（
私
有
地
内
）］

　

東
高
野
街
道
に
は
、
水
が
飲
め
る
休
憩
所
が
い
く
つ
も
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、
こ
れ
が
「
弘
法
井
戸
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
弘
法
大
師
信
仰
と
結
び
つ
き
数
々
の
弘
法
大
師
伝
説
の
元
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。
一
般
的
に
は
、「
弘
法
井
戸
」

と
い
う
と
、
主
に
弘
法
大
師
が
関
わ
っ
て
湧
出
し
た
水
を
湛
え
た
井
戸
や
泉
な
ど
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
弘
法
井
戸
」

の
様
々
な
由
来
を
み
て
い
く
と
、
水
の
湧
出
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
言
い
伝
え
の
中
に
弘
法
大
師
が
登
場
す
る
も
の
は
「
弘
法

井
戸
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
田
中
井
戸
も
弘
法
大
師
が
水
を
湧
出
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る（

（
（

。
大
阪
府
枚
方
市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
東
高
野
街

道
（
出
屋
敷
地
区
）」
の
解
説（

（
（

に
お
い
て
は
、
田
中
井
戸
の
他
に
樟
葉
村
の
「
弘
法
井
戸
」
と
茄
子
作
村
の
「
清
水
井
戸
」（
い
ず

れ
も
私
有
地
内
）
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
伝
説
や
場
所
な
ど
の
詳
細
は
不
明
。
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［
大
阪
府
寝
屋
川
市　

弘
法
井
戸
（
四
か
所
）］

　

大
阪
府
寝
屋
川
市
内
に
は
、「
弘
法
井
戸
」
と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
四
か
所
（
打
上
・
国
松
・
田
井
・
湯
屋
が
谷
）
存
在
す
る（

（
（

。

　

打
上
地
区
の
弘
法
井
戸
は
、「
弘
法
観
念
水
」
と
刻
ん
だ
石
柱
が
建
立
さ
れ
、
小
さ
な
祠
の
中
に
石
仏
が
二
体
祀
ら
れ
て
い
る
。

い
く
ら
日
照
り
が
続
い
て
も
涸
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
ほ
ぼ
枯
渇
し
て
い
る
模
様
。

　

国
松
地
区
の
弘
法
井
戸
は
、
江
戸
時
代
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
河
内
名
所
図
会
」
に
も
名
井
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

弘
法
井
戸
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
良
質
な
水
が
湧
出
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
に
は
四
体
の
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

田
井
地
区
の
弘
法
井
戸
は
、
縦
約
三
ｍ
、
横
約
二
ｍ
あ
り
、
寝
屋
川
市
の
弘
法
井
戸
の
中
で
最
大
規
模
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ

う
な
弘
法
大
師
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。

昔
、
一
人
の
旅
に
疲
れ
た
お
坊
さ
ん
が
村
に
来
ま
し
た
。
一
杯
の
水
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
家
か
ら
も
「
こ
の
村
の
水

は
、
金か
な

気け

が（
（
（

ひ
ど
く
て
差
し
上
げ
ら
れ
な
い
の
で
す
よ
」
と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
断
ら
れ
ま
し
た
。
お
坊
さ
ん
は
「
こ
の
村

は
飲
み
水
に
不
自
由
し
て
い
る
の
だ
な
」
と
村
を
ふ
り
返
り
、
堤
の
下
で
杖
を
突
き
立
て
る
と
、
清
ら
か
な
水
が
湧
き
出
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
先
、
こ
の
井
戸
だ
け
は
涸
れ
る
こ
と
な
く
清
水
が
湧
き
出
て
、
村
人
は
飲
み
水
に
不
自
由
し
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
お
坊
さ
ん
を
人
々
は
「
弘
法
大
師
」
に
違
い
な
い
と
信
じ
て
、
こ
の
井
戸
を
誰
い
う
と
な
く
「
弘
法
井

戸
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
寝
屋
川
市
Ｈ
Ｐ
の
掲
載
文
を
一
部
変
更
）
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郡
地
区
の
「
湯
屋
が
谷
弘
法
井
戸
」
は
、
現
在
も
豊
富
な
水
が
湧
出
し
て
お
り
、
周
辺
も
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二

十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
三
月
に
取
材
を
行
っ
た
（『
生
き
る
力
』
第
八
十
九
号
参
照
）。

　

こ
こ
は
通
称
「
ヤ
ガ
タ
ン
の
井
戸
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
井
戸
に
命
名
し
た
の
が
、
ま
さ
し
く
弘
法
大
師
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

香
里
園
駅
か
ら
住
宅
街
の
狭
い
坂
道
を
５
分
ほ
ど
歩
い
て
い
く
と
、
錫
杖
を
手
に
し
た
大
き
な
弘
法
大
師
像
が
目
に
入
っ
て
く
る
。

大
師
像
の
前
に
は
、
新
鮮
な
花
と
水
、
そ
し
て
線
香
が
供
え
ら
れ
て
お
り
、
日
常
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

取
材
に
あ
た
っ
て
は
、
井
戸
の
隣
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
ご
厚
意
で
、
管
理
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
お
二
人
を
紹
介
し
て

頂
き
、
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
管
理
当
番
は
二
年
交
代
で
、
日
々
の
掃
除
や
花
替
え
等
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
年

一
回
お
盆
の
時
期
に
、
井
戸
さ
ら
い
（
井
戸
掃
除
の
こ
と
）
も
し
て
清
潔
を
保
つ
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
か
つ
て
井
戸
の
裏
に

は
竹
藪
が
生
い
茂
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
川
口
廣
次
郎
さ
ん
と
い
う
大
変
信
仰
の
篤
い
方
が
発
起
人
と
な
り
、
竹
藪
を
切
り
拓
い
て
、

井
戸
周
り
の
建
物
を
は
じ
め
、
大
師
堂
や
大
師
像
を
平
成
十
二
年
五
月
に
修
築
・
建
立
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
公
園
も
作
ら
れ
近
隣

住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
井
戸
は
事
故
防
止
の
た
め
に
囲
い
が
し
て
あ
り
、
横
に
あ
る
蛇
口
か
ら
取
水
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
近
隣

住
民
の
飲
料
水
や
米
や
野
菜
の
共
同
洗
い
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
水
道
の
普
及
に
よ
っ
て
、
今
は
防
火
用
水
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
今
で
も
こ
の
水
を
「
お
大
師
さ
ま
の
水
」
と
し
て
汲
み
に
来
る
方
が
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会
が
設
置
し
た
案
内
板
に
よ
る
と
、
こ
の
水
を
使
っ
て
酒
造
り
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
話
も
伝
わ
っ

て
い
る
。
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［
大
阪
府
八
尾
市　

水
呑
地
蔵
と
弘
法
の
霊
水
］

　

大
阪
府
八
尾
市
の
「
水
呑
地
蔵
」
と
「
弘
法
の
霊
水
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
寝
屋
川
市
郡
地
区
の
「
湯
屋
が
谷
弘
法
井
戸
」

と
併
せ
て
平
成
二
十
九
年
三
月
に
取
材
を
行
っ
た
（『
生
き
る
力
』
第
九
十
号
参
照
）。

↑弘法井戸↑大師堂
民間信仰においては、お盆に井戸
さらいをする理由として、単に井
戸水を清潔に保つというだけでは
なく、死者の魂が井戸を通って帰
ってくるので道をつくっておく、
という考え方もあるという。

大師堂

弘法井戸
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弘
法
の
霊
水
が
あ
る
場
所
は
、
水
呑
地
蔵
も
し
く
は
お
堂
を
指
し
て
水
呑
地
蔵
院
と
呼
ば
れ
、
生
駒
山
地
の
西
麓
か
ら
十
三
峠
の

七
曲
り
の
急
な
坂
の
途
中
に
存
在
す
る
。

　

由
来
は
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
年
）
に
ま
で
遡
り
、
弘
法
大
師
が
諸
国
を
ま
わ
っ
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
十
三
峠
を
通
り
か
か

っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
時
、
通
行
人
た
ち
が
喉
の
渇
き
か
ら
水
を
探
し
て
求
め
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
山
復
に
は
水
源
が

な
く
、
困
り
果
て
て
い
る
姿
を
目
に
し
た
。
そ
こ
で
弘
法
大
師
は
、
手
に
持
っ
て
い
た
錫
杖
を
岩
に
突
き
立
て
、
仏
の
不
可
思
議
な

力
を
こ
め
た
。
す
る
と
、
清
ら
か
な
水
が
湧
き
だ
し
、
喉
の
渇
き
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
救
っ
た
と
い
う
。
こ
の
水
は
、
大
雨
の

と
き
も
濁
る
こ
と
が
な
く
、
旱
魃
の
と
き
で
も
全
く
涸
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
後
、
弘
法
大
師
は
水
を
湧
出
さ
せ

た
場
所
に
地
蔵
菩
薩
を
刻
ん
で
安
置
し
、
右
側
の
岩
間
か
ら
流
れ
出
て
い
る
水
を
供
え
た
。
そ
こ
か
ら
「
水
呑
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
水
呑
地
蔵
」
に
お
参
り
を
し
て
、
水
を
い
た
だ
い
た
人
々
は
病
気
（
主
に
脚
気
）
が
た

ち
ま
ち
治
っ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。

　

お
堂
の
水
呑
地
蔵
院
に
つ
い
て
は
、
壱
演
と
い
う
僧
侶
が
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
壱
演
の
伝
記
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

も
多
い
が
、
弘
法
大
師
の
十
大
弟
子
に
も
数
え
ら
れ
る
眞
如
の
高
弟
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
弘
法
大
師
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
。
一
説

に
は
、
こ
の
壱
演
も
弘
法
大
師
の
よ
う
に
各
地
を
廻
っ
て
困
っ
て
い
る
人
々
を
救
済
し
た
と
い
う（

（
（

。

　

現
在
、
生
水
を
飲
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
水
を
沸
か
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
タ
ン
ク
を
携
え
て
汲
み
に
来
て
い
る

方
も
い
た
。
地
元
の
方
に
話
を
う
か
が
う
と
「
水
呑
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
や
生
水
が
そ
の
ま
ま
飲
め
た

二
、
三
十
年
前
は
遠
方
か
ら
も
大
勢
の
方
が
来
て
い
た
こ
と
、
ま
た
急
な
勾
配
を
活
か
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
来
る
人
や
夜
景
を
見

に
訪
れ
る
人
も
多
い
こ
と
等
を
教
え
て
頂
い
た
。
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↑水呑地蔵院　本堂正面。現在本堂内に祀ら
れている地蔵菩薩像は元禄七（1694年に造立
されたものだが、最初に地蔵尊が彫られたの
は弘仁十四（八二三）年八月二十四日とされ
ている。

↑「弘法の霊水」湧出口。ここは本堂の右側にあたり、
古くからある湧出口。本堂左側にも蛇口のついた湧出口
があるが、後代のものという。
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［
大
阪
府
四
條
畷
市　

照
涌
大
井
戸
］　

　

大
阪
府
四
条
畷
市
下
田
原
に
は
、「
照
涌
大
井
戸
」
と
呼
ば
れ
る
弘
法
井
戸
が
あ
り
、
毎
年
八
月
二
十
五
日
に
は
「
水
供
養
」
と

い
う
法
要
を
執
り
行
っ
て
い
る
と
知
り
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
八
月
二
十
五
日
に
取
材
し
た
（『
生
き
る
力
』
第
九
十
二
、

九
十
三
号
参
照
）。「
照
涌
」
と
い
う
珍
し
い
名
称
を
持
つ
井
戸
で
あ
る
が
、
そ
の
昔
、
弘
法
大
師
が
こ
の
地
域
を
通
り
か
か
っ
た
際
、

村
の
人
が
こ
の
井
戸
の
水
で
お
茶
を
さ
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
（
一
説
に
は
お
茶
で
は
な
く
水
と
も
）、
大
変
喜
ば
れ
た
と
い
う
。
そ
れ

以
来
、
ど
ん
な
に
日
照
り
が
続
い
て
も
決
し
て
こ
の
井
戸
の
水
が
涸
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
「
照
涌
」
と
い
う
名
前
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
井
戸
の
あ
る
地
区
は
、
小
字
も
「
照
涌
」
と
い
い
、
ま
さ
し
く
井
戸
を
中
心
と
し

て
形
成
さ
れ
た
集
落
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
も
地
域
の
共
同
井
戸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
水
質
保
全
の
た
め
頑
強
な
建
屋
で
囲
わ
れ
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
管
理
は

「
照
涌
大
井
戸
保
存
会
」
の
会
員
で
、
近
隣
住
人
約
六
十
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
常
の
清
掃
に
加
え
、
毎
年
七
月
の
最
終
日
曜

日
に
は
井
戸
さ
ら
い
や
周
辺
の
草
刈
や
枝
は
ら
い
、
先
に
も
紹
介
し
た
通
り
八
月
二
十
五
日
に
は
「
水
供
養
」
を
行
っ
て
い
る
。
水

供
養
は
、
こ
の
井
戸
の
お
蔭
で
水
に
不
自
由
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
近
隣
住
民
の
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
。
水
供
養
は
、
午
後
四
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
参
加
者
は
約
三
十
名
。
近
く
の
法
元
寺
（
真
言
宗
御
室
派
）
か
ら
ご
住
職
を

お
迎
え
し
、
保
存
会
の
会
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
長
な
ど
も
参
列
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
お
供
物
の
お
さ
が
り
を
頂
戴
し
、

近
く
の
下
田
原
集
会
所
に
移
動
。
こ
こ
で
井
戸
や
地
域
の
歴
史
、
弘
法
大
師
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
が
開
か
れ
た
。
取
材
時
は
、
四

條
畷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
の
野
島
稔
氏
よ
り
「
照
涌
大
井
戸
と
そ
の
周
辺
の
弘
法
井
戸
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、

弘
法
大
師
の
あ
ゆ
み
に
加
え
て
、
照
涌
大
井
戸
を
含
め
た
周
辺
の
枚
方
市
や
寝
屋
川
市
の
弘
法
井
戸
は
全
て
東
高
野
街
道
の
近
く
に

存
在
し
て
い
る
と
地
図
を
示
し
て
解
説
さ
れ
た
。「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
が
、
こ
の
講
演
会
に
お
け
る
野
島
先
生
の
お
話
に
は
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大
い
に
驚
く
と
と
も
に
、
伝
説
と
高
野
街
道
と
い
う
実
際
に
存
在
す
る
も
の
と
が
関
連
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
言
い
伝
え
や
伝

説
で
あ
る
と
単
に
一
括
り
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
に
至
っ
た
。

　

ま
た
、
過
去
の
講
演
会
の
様
子
も
写
真
で
示
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
懐
か
し
む
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
隣
の
席
に
な
っ
た
扇
お
う
ぎ

谷た
に

さ
ん
か
ら
は
「
家
は
照
涌
大
井
戸
の
上
に
あ
る
が
、
昔
は
家
に
井
戸
が
な
か
っ
た
の
で
、
よ
く
お

風
呂
の
水
汲
み
を
さ
せ
ら
れ
た
。
坂
道
を
往
復
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
足
腰
が
丈
夫
な
の
は
照
涌
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
い
う
話

や
大
井
戸
保
存
会
会
長
の
丸
石
さ
ん
か
ら
は
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
と
し
て
、
大
井
戸
に
ス
イ
カ
を
冷
や
し
て
い
た
こ
と
、
午
後
の

休
憩
時
間
に
は
茶
瓶
を
持
っ
て
井
戸
へ
走
り
、
冷
た
い
水
を
汲
ん
で
お
祖
父
さ
ん
か
ら
順
に
つ
い
で
回
っ
た
こ
と
等
を
お
聞
き
し
、

家
族
の
記
憶
が
何
代
に
も
わ
た
っ
て
照
涌
大
井
戸
を
軸
と
し
て
織
り
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
郷
土
研
究
家
の
太
田
理
さ
ん
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
正
月
の
「
初は
つ

水み
ず

」（
新
し
い
力
が
こ
も
っ
た
水
）
や
田
植
え
前
の
籾も
み

種だ
ね

洗
い
に
も
大
井
戸
の
水
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
水
質
に
つ
い
て
は
懸
念
事
項
も
あ
る
。
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
大
腸
菌
や
化
学
物
質
が
検
出
さ
れ
、
飲
み

水
と
し
て
は
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
詳
し
い
原
因
は
不
明
だ
が
、
水
源
に
あ
た
る
方
向
に
下
水
処
理
場
や
廃
棄
物
処

理
場
が
で
き
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

　

丸
石
さ
ん
は
、
飲
用
に
適
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
保
存
会
の
解
散
も
考
え
た
が
、
水
の
有
難
さ
を
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
も
思
い

留
ま
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
取
材
か
ら
三
年
半
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
も
含
め
、
そ
の
後
の
変
化
に
つ

い
て
、
照
涌
大
井
戸
保
存
会
副
会
長　

村
川
春
水
さ
ん
に
電
話
で
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
二
日
）。

　

村
川
さ
ん
に
よ
る
と
毎
年
八
月
二
十
五
日
の
「
水
供
養
」
は
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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の
感
染
拡
大
状
況
を
鑑
み
て
、
役
員
夫
妻
の
十
二
名
ほ
ど
が
参
加
す
る
こ
と
に
し
、
有
志
の
お
参
り
は
遠
慮
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
五
年
ほ
ど
の
間
隔
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

筆
者
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
照
涌
大
井
戸
が
継
続
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
安
堵
し
て
い
る
。

↑照涌大井戸全景。供物壇の裏側に井戸の取水口がある。井戸を
覆う建屋は、三十年前に「照涌大井戸保存会」が結成された時に
作られたもの。

←井戸の取水口。奥に石造
りの大師像（左）と地蔵菩
薩像（右）。取水口は、自
然石で枠組みしてあり、深
さは約八十センチというが、
覗き込むと水量の多さから
か、実際よりも深いように
感じられる。保存会副会長
の村川さんに案内してもら
うと、井戸周辺の住宅や畑
の脇からも水が湧き出てい
た。普段は、落ち葉などが
入らないよう木の扉がして
あり、使用する際には、扉
を開けて大きな柄杓で水を
掬い取る。
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四
、
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
東
高
野
街
道
沿
い
の
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
取
材
を
行
っ
た
と
こ
ろ
を
中
心
に
報

告
と
紹
介
を
し
て
き
た
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
取
材
先
の
選
定
を
行
う
際
、
近
い
場
所
に
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
が
残
さ
れ
て
お
り
、
取
材
を
ま
と
め
て

行
え
る
の
で
便
利
と
軽
率
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
照
涌
大
井
戸
で
の
取
材
を
契
機
に
野
島
先
生
か
ら
高
野
街
道
と
の
関
連

を
お
教
え
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
取
材
方
針
を
決
定
す
る
上
で
も
大
き
な
幸
運
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
の
照
涌
大
井

戸
で
の
取
材
に
つ
い
て
は
、
現
地
へ
赴
い
て
か
ら
会
長
の
丸
石
さ
ん
よ
り
、
ち
ょ
う
ど
保
存
会
結
成
か
ら
三
十
年
の
記
念
年
に
あ
た

っ
て
い
る
と
教
え
ら
れ
、
偶
然
と
は
い
え
不
思
議
な
縁
を
強
く
感
じ
た
。
ま
た
、
取
材
の
後
、
丸
石
さ
ん
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き

取
材
の
お
礼
と
と
も
に
「
ど
う
し
た
ら
水
質
を
改
善
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
ご
相
談
を
う
け
た
。
返
答
に
窮
し
て
し
ま
っ
た

が
、
丸
石
さ
ん
と
し
て
は
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
照
涌
大
井
戸
の
水
が
飲
め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
大
き
な
責
任
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
聞
い
て
い
る
こ
ち
ら
と
し
て
も
大
変
胸
が
苦
し
く
な
る
お
話
で
あ
っ
た
。
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
を
い

か
に
保
存
し
、
継
承
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
非
常
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
取
材
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
約
五
年
間
取
材
を
行
い
、
調
査
を
し
て
き
た
中
で
実
感
し
て
い
る
こ
と
は
、
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
に
つ
い
て
は
日
本

各
地
に
数
多
く
存
在
す
る
も
の
の
、
管
理
や
保
全
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
弘
法

大
師
を
信
仰
す
る
人
々
の
集
ま
り
で
あ
る
「
大
師
講
」
は
高
齢
化
な
ど
を
理
由
と
し
て
解
散
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
た
め
大
師

講
で
管
理
し
て
き
た
信
仰
・
伝
説
の
場
自
体
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
。
せ
め
て
取
材
で
赴
い
た
箇
所
に
つ
い
て
は
管
理
・
保

全
が
継
承
さ
れ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
が
、
万
が
一
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
取
材
の
記
録
が
継
承
の
た
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め
の
よ
す
が
に
な
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
続
け
て
い
る
。

　

今
後
も
高
野
街
道
沿
い
の
弘
法
大
師
信
仰
・
伝
説
に
つ
い
て
取
材
を
進
め
、
報
告
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
四
條
畷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
の
野
島
稔
氏
と
照
涌
大
井
戸
保
存
会
副
会
長
の
村
川
春
水
氏
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）	

こ
こ
で
、
取
材
方
針
と
取
材
先
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
取
材
方
針
と
し
て
は
、
特
定
の
宗
派
に
偏
る
こ
と
な
く
、
主

に
一
般
の
方
々
が
主
催
、
管
理
し
て
い
る
場
所
や
祭
礼
な
ど
を
対
象

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
民
間
信
仰
の
中
に
い
か
に
弘
法
大
師
が
浸

透
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

取
材
先
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
弘
法
大

師
信
仰
・
伝
説
を
調
べ
て
い
く
際
、
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

を
中
心
に
あ
た
っ
て
い
た
の
が
、
年
数
を
経
て
消
失
し
て
し
ま
っ
て

い
る
例
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
歴

史
資
料
館
等
が
掲
載
し
て
い
る
「
地
域
の
伝
説
」
に
着
目
し
、
情
報

収
集
す
る
手
法
に
切
り
替
え
た
。
加
え
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

ブ
ロ
グ
等
に
、
そ
の
地
域
独
特
の
風
習
や
お
祭
り
が
掲
載
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
丹
念
に
追
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
2
）	『
シ
リ
ー
ズ
河
内
長
野
の
遺
跡
９　

高
野
街
道
』、
河
内
長
野
市
教
育

員
会
、
二
〇
一
五
年
、
二
―
三
頁

（
3
）	

竹
鼻
康
次
「
南
海
道
（
官
道
）
か
ら
高
野
街
道
へ
」『
高
野
街
道
～
河

内
長
野
を
中
心
に
し
て
』、
河
内
長
野
市
郷
土
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
、

七
頁

高
野
聖
と
東
高
野
街
道
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
4
）	

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会　

枚
方
北
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
「
東
高
野
街
道
と

弘
法
大
師
伝
説
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

田
中
井
戸
に
ま
つ
わ
る
弘
法
大
師
伝
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
伝
説

に
つ
い
て
、
枚
方
市
伝
承
文
化
保
存
懇
話
会
発
行
「
ひ
ら
か
た
の
昔

ば
な
し
・
総
集
編
」
と
枚
方
市
企
画
部
企
画
調
査
室
発
行
「
枚
方
風

土
記
」
が
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

https://w
w

w
.shoai.ne.jp/hirakata-n/2021/11/jyouhou-

koubouido/

（
参
照
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
五
日
）

（
5
）	https://w

w
w

.city.hirakata.osaka.jp/cm
sfiles/

contents/0000002/2911/65637.pdf

（
参
照
二
〇
二
一
年
十
一
月

二
十
五
日
）



弘法大師信仰・伝説と高野街道について（一）　―東高野街道編

― 49 ―

（
6
）	

寝
屋
川
市
Ｈ
Ｐ
に
「
文
化
財
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

https://w
w

w
.city.neyagaw

a.osaka.jp/organization_list/
kyoiku_shakaikyoiku/bunkasport/bunkazai/
nam

esagasu/1378176994817.htm
l

（
参
照
二
〇
二
一
年
十
一
月

二
十
五
日
）

（
7
）	

水
の
中
に
鉄
分
が
含
ま
れ
、
に
お
い
や
味
が
悪
い
こ
と
。

（
8
）	

伝
説
に
つ
い
て
は
、
お
堂
の
脇
に
設
置
さ
れ
て
い
る
案
内
板
を
参
考

に
ま
と
め
た
。

（
9
）	

追
塩
千
尋
「
壱
演
を
め
ぐ
る
伝
承
に
つ
い
て
」『
年
報
新
人
文
学

（
13
）』、
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
六
年

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

弘
法
大
師　

信
仰　

伝
説　

高
野
街
道　

弘
法
井
戸


